
平成３０年７月豪雨及び台風第１２号による被害状況及び 
消防機関等の対応状況（第５９報） 
（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。） 

※年について特段の記載がない場合は全て平成３０年である。 

 

平成３１年１月９日（水）１６時００分 
消 防 庁 応 急 対 策 室 
※ 下 線 部 は 前 回 か ら の 変 更 点 

 

１ 気象の状況（気象庁情報） 
・ ６月２８日以降、北日本に停滞していた前線は、７月４日にかけ北海道付近に北上した後、５日には西日本ま
で南下してその後停滞した。また、６月２９日に発生した台風第７号は、東シナ海を北上し、対馬海峡付近で進
路を北東に変えた後、７月４日１５時に日本海で温帯低気圧に変わった。この前線や台風第７号の影響により、
日本付近に暖かく非常に湿った空気が供給され続け、西日本を中心に全国的に広い範囲で長期間にわたる記録
的な大雨となった。 

・ ６月２８日から７月８日までの総降水量が四国地方で 1,800 ミリ、東海地方で 1,200 ミリを超えるなど、７月
の月降水量平年値の２～４倍となる降水量が観測された地域があったほか、九州北部、四国、中国、近畿、東海
及び北海道地方における多くの観測地点で、２４時間、４８時間又は７２時間降水量が観測史上第１位となった。 

・ 気象庁は、７月６日に福岡県、佐賀県、長崎県、岡山県、広島県、鳥取県、兵庫県及び京都府の１府７県に、
７日には岐阜県に、８日には高知県及び愛媛県に対し、大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を呼び掛けた。 

・ 気象庁は、６月２８日以降の記録的な大雨について、その名称を「平成３０年７月豪雨」と定めた。 
・ ７月２９日に三重県付近に上陸した台風１２号は、西日本を西へ進み、３０日夜には東シナ海に達した。 

 

２ 被害状況  

  人的・建物被害 

 

※台風第１２号の被害状況を含む。台風第１２号に係る被害状況は別紙２参照。 

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟

北海道 1 12 117 3

秋田県 1

福島県 9

千葉県 1 2 1

東京都 1 7 7

神奈川県 11 1 3 12

富山県 1 3

石川県 9

福井県 4 3 18 2

山梨県 1

長野県 1 1 19

岐阜県 1 2 1 12 236 5 83 418 57

静岡県 1 8 41 4 1 3

愛知県 2 75 1 11 22 5

三重県 3 3 43 9

滋賀県 1 1 6

京都府 5 1 6 1 15 50 69 539 1,734

大阪府 3 2 3 1 34 14 35 8

兵庫県 2 2 9 16 18 81 68 707

奈良県 1 1 1 1 1 51

和歌山県 1 2 1 1 157 354 11

鳥取県 3 12 57

島根県 55 127 3 60 61

岡山県 66 3 9 152 4,828 3,302 1,131 1,666 5,446 2 50

広島県 115 5 61 85 1,150 3,602 2,119 3,158 5,799

山口県 3 3 10 23 522 106 143 723

徳島県 3 3 1 3 11 3

香川県 3 1 2 10 1 9 2

愛媛県 31 33 2 0 625 3,108 207 187 2,492 114 2,123

高知県 3 1 12 44 27 129 579 3 42

福岡県 4 8 14 15 222 174 952 2,294 4 9

佐賀県 2 1 4 3 1 25 34 247 3

長崎県 10 1 4 4 18 1

熊本県 1 3 4 4 89 2 27

大分県 0 4 2 1 3 12 1

宮崎県 1 0 1 1 3

鹿児島県 2 1 1 5 3 1

沖縄県 5

237 8 126 339 1 6,767 11,248 4,199 7,173 21,337 159 2,423合　計

全壊 半壊
一部
破損

都道府県名

人　的　被　害 住　　家　　被　　害 非住家被害

死者
行　方
不明者

負 傷 者
その他

床上
浸水

床下
浸水

公共
建物



《死者の内訳》 

【岐阜県】関市１人 

【滋賀県】高島市１人 

【京都府】舞鶴市１人、綾部市３人、亀岡市１人 

【兵庫県】宍粟市１人、猪名川町１人 

【奈良県】大和郡山市１人 

【岡山県】倉敷市５５人、笠岡市３人、井原市２人、総社市５人、高梁市１人 

【広島県】広島市２３人、呉市２５人、竹原市４人、三原市８人、尾道市２人、福山市３人、

府中市２人、東広島市１５人、安芸高田市２人、海田町１人、熊野町１２人、 

坂町１７人、神石高原町１人 

【山口県】岩国市２人、周南市１人 

【愛媛県】松山市５人、今治市２人、宇和島市１３人、大洲市４人、西予市６人、鬼北町１人 

【高知県】香南市１人、大月町２人 

【福岡県】北九州市２人、福岡市１人、筑紫野市１人 

【佐賀県】佐賀市１人、伊万里市１人 

【宮崎県】小林市１人 

【鹿児島県】鹿児島市２人 

 

《行方不明者の内訳》 

【岡山県】高梁市１人、新見市１人、鏡野町１人 

【広島県】広島市２人、東広島市１人、安芸高田市１人、坂町１人 

 

３ 避難指示（緊急）等の状況（平成３１年１月９日１１時００分時点） 

 

４ 避難所の状況（平成３１年１月９日１１時００分時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 町 村 世帯数 人数 市 町 村 世帯数 人数

長野県 1 10 18

京都府 2 25 49 2 1 7 13

大阪府 0 0 0

兵庫県 1 10 29 1 6 10

奈良県 0 0 0

香川県 1 7 17

愛媛県 1 105 242 1 17 47

福岡県 1 14 33

合　計 5 1 1 171 388 4 1 30 70

都道府県
避難指示（緊急） 避難勧告

都道府県名 避難所数 避難者数
長野県 3 16
岡山県 8 10
広島県 0 0

計 11 26



５ 地方公共団体における災害対策本部の設置状況 

【岐阜県】 ６月２９日 １６時５５分 災害対策本部設置（継続設置） 

→９月 ７日 １７時００分 廃止 

【愛知県】 ７月 ５日  ０時３７分 災害対策本部設置 

     →７月 ８日 １３時２５分 廃止 

     →７月２８日  ９時４８分 災害対策本部設置 

     →７月２９日  ９時２０分 廃止 

【三重県】 ７月 ７日  １時４７分 災害対策本部設置 

     →７月 ８日 １０時３７分 廃止 

     →７月２８日 １２時４８分 災害対策本部設置 

     →７月２９日 １６時４１分 廃止 

     →      ２１時２０分 災害対策本部設置 

     →７月３０日  ６時００分 廃止 

【京都府】 ６月１８日 １０時００分 災害対策本部設置（大阪府北部を震源とする地震か

らの継続設置） 

【鳥取県】 ７月 ６日 １９時４０分 災害対策本部設置 

     →７月 ９日 １０時００分 廃止 

【岡山県】 ７月 ６日 １６時３０分 災害対策本部設置 

     →８月３０日  ９時００分 廃止 

【広島県】 ７月 ５日 １７時１５分 災害対策本部設置 

     →８月１４日 １０時４０分 廃止 

【山口県】 ７月２９日  ７時００分 災害対策本部設置 

     →７月３０日  ９時１０分 廃止 

【愛媛県】 ７月 ７日  ７時００分 災害対策本部設置 

    →１０月３１日 １７時１５分 廃止 

【高知県】 ７月 ５日 １４時００分 災害対策本部設置 

     →７月２３日 １７時３０分 廃止 

     →７月２７日 １５時００分 災害対策本部設置 

     →８月 ２日 １０時３０分 廃止 

【福岡県】 ７月 ６日  ９時００分 災害対策本部設置 

       →７月１３日 １７時３０分 廃止 

 

６ 地元消防機関等の対応 

  被災地では地元消防機関（消防本部・消防団）により救助等の活動を実施 

  岡山県をはじめとする消防防災ヘリコプターにより、救助活動及び情報収集活動を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 緊急消防援助隊の活動体制（※詳細は別紙１のとおり） 

 《活動人員規模》   

県名 部隊 延べ活動人員 活動期間 

岡山 

陸上 489 隊 2,003 名 ７月６日 ～ 12 日 計 ７日間 

航空 

(ヘリ) 
74 機 593 名 ７月７日 ～ 31 日 計 25 日間 

広島 

陸上 2,926 隊 11,268 名 ７月６日 ～ 31 日 計 26 日間 

航空 

(ヘリ) 
171 機 1,131 名 ７月６日 ～ 31 日 計 26 日間 

愛媛 

陸上 24 隊 86 名 ７月８日 ～  ９日 計 ２日間 

航空 

(ヘリ) 
15 機 117 名 

７月７日 ～ 21 日 計 12 日間 

(15 日～17 日の３日間は活動なし) 

高知 

陸上 ３隊 15 名 ７月９日 ～ 11 日 計 ３日間 

航空 

(ヘリ) 
13 機 89 名 ７月９日 ～ 17 日 計 ９日間 

合計 

陸上 3,442 隊 13,372 名 ７月６日 ～ 31 日 計 26 日間 

航空 

(ヘリ) 
271 機 1,915 名 ７月６日 ～ 31 日 計 26 日間 

  ※合計は、都道府県間で部隊移動が行われた日について、二重で計上しないよう集計。 

 

 《救助実績》 

県名 陸上 航空 合計 

岡山 ２１９名 ３８名 ２５７名 

広島 ５９名 ７８名 １３７名 

愛媛 ２名 ０名 ２名 

高知 ０名 １名 １名 

合計 ２８０名 １１７名 ３９７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 消防庁の対応 

  ７月２日 １３時３０分 関係省庁災害警戒会議に応急対策室地域情報把握専門官が出席 
       １６時４１分 全都道府県、指定都市に対し「平成３０年台風第７号警戒情報」を 

発出 
  ７月３日 １１時３０分 応急対策室長を長とする消防庁災害対策室を設置（第１次応急体制） 
  ７月５日 １５時３０分 関係省庁災害警戒会議に応急対策室長が出席 
  ７月５日 １６時５４分 全都道府県、指定都市に対し「低気圧と梅雨前線による大雨警戒情

報」を発出 
  ７月６日  ９時００分 国民保護・防災部長を長とする消防庁災害対策本部へ改組（第２次

応急体制） 
       １４時３０分 関係省庁災害対策会議に応急対策室長が出席 
       ２０時３０分  消防庁長官を長とする消防庁災害対策本部へ改組（第３次応急体制） 

→１１月１日 １７時００分 消防庁災害対策本部廃止 
２１時００分 広島県へ消防庁職員４名派遣を決定 

７月７日  ６時３０分 広島県へ消防庁職員２名派遣を決定 
        ８時００分 広島県へ派遣していた２名の派遣先を岡山県へ変更 

９時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
        ９時００分 倉敷市消防局へ消防庁職員１名派遣を決定 

１０時００分 関係閣僚会議に総務大臣が出席 
１０時３０分 広島ヘリポートへ消防庁職員１名派遣を決定 

  ７月８日  ８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
９時００分 広島県へ派遣していた２名の派遣先を愛媛県へ変更 
９時００分 岐阜県へ消防庁職員２名派遣を決定 
９時００分 倉敷市消防局へ消防庁職員２名派遣を決定 
９時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

       １８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
  ７月９日  ８時０５分 政府調査団として、国民保護運用室長を岡山県に派遣 

８時４５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
９時４５分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

       ２１時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
７月１０日 ８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

８時５０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
       １６時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
  ７月１１日 ９時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
       １３時００分 広島県へ消防庁職員３名派遣（うち２名は総務省併任）を決定 
       １７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月１２日 ７時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
９時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

 緊急時メンタルサポートチームを必要に応じて活用するよう、全都 
道府県に対し「大阪府北部を震源とする地震及び平成３０年７月豪雨 
に係る救助活動等に従事した消防職団員の惨事ストレス対策等につい 
て」を発出 

     １６時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
７月１３日 ７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
      ８時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
            豪雨被害を受けた消防用設備及び危険物施設等の迅速な点検等につ 

いて、それぞれの所有者等に対し指導するよう、全都道府県、東京消 
防庁・指定都市消防本部に対し「平成３０年７月豪雨に対応した消防 
法令の運用について」及び「平成３０年７月豪雨に対応した危険物関 
係法令の運用について」を発出 

     １８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
７月１４日 ８時４５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
     １０時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

       １６時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
７月１５日 ７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
      ８時１５分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 



       １０時００分 広島県へ消防庁職員１名派遣を決定 
       １７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
  ７月１６日 ８時００分 倉敷市へ消防庁職員１名派遣（総務省併任）を決定 

８時４５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
       １０時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣政務官が出席 
       １６時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月１７日 ０時００分 岡山県へ消防庁職員１名派遣（総務省併任）を決定 
７時２０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

      ８時４０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
       １０時００分 広島県へ消防庁職員１名派遣を決定 
       １６時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
  ７月１８日       消防庁長官が広島県の現地を視察 

     １７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
  ７月１９日１６時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
       １８時３０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
  ７月２０日１６時１５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月２２日 ７時４５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
        ９時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
  ７月２３日１６時３５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月２４日１４時００分 非常災害対策本部会議に消防庁次長が出席 
  ７月２６日１４時１５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
  ７月２７日１２時００分 全都道府県、指定都市に対し「台風第１２号についての警戒情報」

を発出 
       １３時００分 関係省庁災害警戒会議に応急対策室長が出席 
       １３時５０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
  ７月２８日２０時００分 二次被害のおそれのある岡山県、広島県及び愛媛県に対し「台風第

１２号についての警戒情報」に基づく適切な対応を改めて要請 
  ７月２９日１５時１５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
       １６時３０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
  ７月３０日１１時３０分 非常災害対策本部会議に総務副大臣が出席 
  ８月１日        倉敷市消防局へ緊急時メンタルサポートチームを派遣 
  ８月２日 １８時００分 非常災害対策本部会議に総務副大臣が出席 
  ８月７日 １５時４５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 
       １７時００分 非常災害対策本部会議に総務副大臣が出席 
  ８月２３日１０時３０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
  ８月２４日１０時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣政務官が出席 
  ９月３日 １７時５０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
  ９月４日 １１時３０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
       １７時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 
  ９月６日  ８時３５分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席      
 
 
 

 
問い合わせ先 

  消防庁応急対策室 
  浅見・濵田・高木・中尾 
  ＴＥＬ  03-5253-7527 
  ＦＡＸ  03-5253-7537 



 
 

  

 

 

緊急消防援助隊の活動等 

 
  ７月６日 １９時５０分 消防庁から愛知県、滋賀県、大阪府、島根県、山口県、徳島県、香

川県及び愛媛県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数の報告及び出
動準備を依頼 

 ２０時３０分 広島県知事から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊の応援要請 
２１時０５分 消防庁から三重県及び奈良県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊

数の報告及び出動準備を依頼 
２１時１０分 消防庁から和歌山県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数の報告

及び出動準備を依頼 
２１時２０分 消防庁長官から大阪府知事に対し、緊急消防援助隊の広島県への出

動を求め 
２１時２０分 消防庁長官から広島県知事に対し、緊急消防援助隊（広島市消防局

指揮支援隊）の出動を求め、広島市消防局の指揮支援隊（部隊長）が
広島県庁にて活動開始 

２１時５０分 消防庁長官から愛知県知事に対し、緊急消防援助隊の広島県への出
動を求め 

２２時１５分 大阪市消防局及び堺市消防局の指揮支援隊が広島県に向け出動 
２２時５５分 消防庁長官から山口県知事に対し、緊急消防援助隊の広島県への出

動を求め 
２３時１０分 名古屋市消防局の指揮支援隊が広島県に向け出動 
２３時３５分 消防庁長官から徳島県知事及び香川県知事に対し、緊急消防援助隊

（航空小隊）の広島県への出動を求め 
２３時３６分 大阪府大隊（統合機動部隊）が集結完了し、広島県に向け出動 
２３時３７分 山口県大隊が広島県に向け出動 

７月７日  ０時５４分 愛知県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 
        ３時００分 山口県大隊が進出拠点（広島県消防学校）に到着 
        ３時５０分 大阪府大隊が集結完了し、広島県に向け出動 

 ５時１７分 消防庁長官から福岡県知事及び長崎県知事に対し、緊急消防援助隊
（航空小隊）の広島県への出動を求め 

７時００分 消防庁長官から滋賀県知事、奈良県知事、三重県知事及び和歌山県
知事に対し、緊急消防援助隊の広島県への出動を求め 

７時１５分 広島県から消防庁に、緊急消防援助隊の増隊要請 
７時２５分 福岡市消防ヘリが広島県に向け出動 
７時３０分 山口県大隊が広島市安佐北区の土砂災害現場で活動開始 
８時００分 消防庁長官から島根県知事に対し、緊急消防援助隊の広島県への出

動を求め 
８時３０分 岡山県知事から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊の応援要請 
８時４２分 島根県大隊が広島県に向け出動 
８時５０分 名古屋市消防局の指揮支援隊及び愛知県大隊は、岡山県に出動先を

変更 
８時５５分 大阪市消防局の指揮支援隊が東広島市消防局に到着、活動開始 
９時００分 消防庁から東京都、愛知県、奈良県及び鳥取県に対し、緊急消防援

助隊（航空小隊）の出動可能隊数報告及び出動準備を依頼 
９時３５分 長崎県防災ヘリが広島県に向け出動 

１１時１０分 消防庁長官から東京都知事、愛知県知事、奈良県知事及び鳥取県知
事に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の岡山県への出動を求め 

１１時２０分 滋賀県大隊が集結完了し、岡山県に向け出動 
１１時２８分 名古屋市消防局の指揮支援隊（部隊長）が岡山県庁に到着、活動開

始 
１１時４０分 奈良県大隊が集結完了し、岡山県に向け出動 
１１時４３分 愛媛県知事から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の

応援要請 
１２時２０分 消防庁長官から山口県知事に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の

広島県への出動を求め 
１２時３０分 消防庁から熊本県に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の出動可能

隊数報告及び出動準備を依頼 
１２時３８分 香川県防災ヘリが広島県に向け出動 

別紙１ 



 
 

１２時４０分 消防庁長官から岡山県知事に対し、緊急消防援助隊（岡山市消防局
指揮支援隊）の出動の求め 

１２時４４分 奈良県防災ヘリが岡山県に向け出動 
１２時５０分 東京消防庁ヘリが岡山県に向け出動 
１３時１５分 消防庁から大分県、栃木県及び神奈川県に対し、緊急消防援助隊

（航空小隊）の出動可能隊数報告及び出動準備を依頼 
１３時３０分 愛知県大隊が倉敷市の災害現場に到着、活動開始 
１３時３０分 山口県防災ヘリが広島県に向け出動 
１３時３０分 消防庁長官から熊本県知事及び大分県知事に対し、緊急消防援助隊

（航空小隊）の岡山県への出動を求め 
１３時４１分 岡山市消防局の指揮支援隊が倉敷市消防局に向け出動 
１４時１８分 岡山市消防局の指揮支援隊が倉敷市消防局に到着、活動開始 
１４時３０分 消防庁から埼玉県に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の出動可能

隊数報告及び出動準備を依頼 
１４時３３分 徳島県防災ヘリが広島県に向け出動 
１４時５０分 大阪府統合機動部隊が、広島県消防学校に到着、活動開始 
１５時５０分 消防庁長官から神奈川県知事及び埼玉県知事に対し、緊急消防援助

隊（航空小隊）の愛媛県への出動を求め 
１５時５８分 大分県防災ヘリが岡山県に向け出動 
１６時０９分 大阪府大隊が東広島市に到着、活動開始 
１６時３０分 三重県大隊及び和歌山県大隊に対し、出動の中止を連絡 
１７時１０分 熊本県防災ヘリが岡山県に向け出動 
１８時４５分 滋賀県大隊が倉敷市の災害現場に到着、活動開始 
１９時００分 奈良県大隊が倉敷市の災害現場に到着、活動開始 

７月８日  ５時４１分 横浜市消防ヘリが愛媛県に向け出動 
 ９時０４分 名古屋市消防ヘリが岡山県に向け出動 
 ９時２３分 鳥取県防災ヘリが岡山県に向け出動 
１０時００分 埼玉県防災ヘリが愛媛県に向け出動 
１１時００分 消防庁から香川県に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の出動可能

隊数の報告及び出動準備を依頼 
１２時３０分 徳島県防災ヘリの引揚げを決定 
１３時３９分 消防庁長官から栃木県知事に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の

広島県への出動を求め 
１４時２７分 栃木県防災ヘリが広島県に向け出動 
１４時３０分 愛媛県知事から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の

応援要請 
１４時３０分 消防庁長官から香川県知事に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の

愛媛県への出動を求め 
１６時０４分 香川県大隊が愛媛県に向け出動 
１７時００分 今災害における緊急消防援助隊の出動について、消防庁長官の指示

によるものとする通知を発出 
２１時５１分 香川県大隊が宇和島市に到着、活動開始 

７月９日  ８時００分 高知県知事から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の 
応援要請 

８時１０分 消防庁長官から埼玉県知事に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の
高知県への部隊移動を指示 

８時３０分 消防庁から兵庫県に対し、緊急消防援助隊（航空支援隊）の出動可
能隊数の報告及び出動準備を依頼 

８時４０分 消防庁長官から兵庫県知事に対し、緊急消防援助隊（航空支援隊）
の高知県への出動の指示 

８時５９分 埼玉県防災ヘリが高知県へ向け出動 
       １２時３０分 兵庫県の航空支援隊が高知県に向け出動 
       １４時００分 東京消防庁ヘリの引揚げを決定 
       １８時０６分 香川県大隊の引揚げを決定 

７月１０日１９時００分 消防庁から三重県、京都府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、香川県、 
徳島県及び福岡県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数の報告及び 
出動準備を依頼 

７月１１日１１時１１分 兵庫県の航空支援隊の引揚げを決定 
     １５時００分 消防庁長官から鳥取県知事及び大分県知事に対し、緊急消防援助隊

（航空小隊）の広島県への部隊移動を指示 
 
 



 
 

７月１２日 ９時００分 消防庁長官から三重県知事、京都府知事、兵庫県知事、和歌山県知
事、鳥取県知事、香川県知事及び徳島県知事に対し、緊急消防援助隊
（陸上部隊）の広島県への出動を指示 

      ９時３３分 三重県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 
       １０時００分 名古屋市消防局指揮支援隊、岡山市消防局指揮支援隊、愛知県大

隊、滋賀県大隊及び奈良県大隊の引揚げを決定 
１０時３３分 和歌山県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 

       １０時３５分 香川県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 
１０時４０分 京都府大隊が集結完了し、広島県に向け出動 
１０時４０分 徳島県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 
１１時４０分 兵庫県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 
１４時１０分 鳥取県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 
１６時４３分 香川県大隊が広島県に到着、活動開始 
１８時５３分 徳島県大隊が広島県に到着、活動開始 
１８時５６分 兵庫県大隊が広島県に到着、活動開始 
１８時５６分 鳥取県大隊が広島県に到着、活動開始 
２０時４０分 京都府大隊が広島県に到着、活動開始 
２１時２１分 三重県大隊が広島県に到着、活動開始 
２１時３０分 和歌山県大隊が広島県に到着、活動開始 

  ７月１５日１２時００分 島根県大隊の引揚げを決定 
  ７月１７日１３時３０分 埼玉県防災ヘリの引揚げを決定 
       １９時００分 三重県大隊及び山口県大隊の引揚げを決定 
  ７月１９日１９時００分 兵庫県大隊及び和歌山県大隊の引揚げを決定 
  ７月２１日１６時００分 栃木県防災ヘリ、横浜市消防ヘリ及び名古屋市消防ヘリの引揚げを 

決定 

７月２３日１３時１０分 消防庁から福岡県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数の報告及 

び出動準備を依頼 

７月２４日１０時００分 消防庁長官から福岡県知事に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の 

広島県への出動を指示 
１０時００分 鳥取県大隊の引揚げを決定 

１３時４１分 福岡県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 

１７時００分 消防庁から大分県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数の報告及 

び出動準備を依頼 

７月２５日 ８時００分 福岡県大隊が広島県で、活動開始 

１０時００分 香川県大隊の引揚げを決定 

１１時００分 消防庁長官から大分県知事に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の              

広島県への出動を指示 

１４時００分 大分県大隊が集結完了し、広島県に向け出動 

２０時３０分 大分県大隊が広島県に到着、活動開始 
  ７月２８日 ８時００分 徳島県大隊の引揚げを決定 

  ７月３１日１６時３０分 奈良県大隊及び熊本県大隊の引揚げを決定 

       １９時００分 大阪市消防局指揮支援隊、堺市消防局指揮支援隊、広島市消防局指

揮支援隊、京都府大隊、大阪府大隊、鳥取県大隊、山口県大隊、香川

県大隊、福岡県大隊、長崎県大隊及び大分県大隊の引揚げを決定 



 

別紙２ 

台風第１２号による被害状況 
（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。） 

 

 

 

 

 

         

 

重傷 軽傷

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟

千葉県 1 2 1

東京都 1 7 7

神奈川県 11 1 3 12

山梨県 1

長野県 1

静岡県 1 8 41 1 3

愛知県 2 75 22 5

三重県 3 3 43 9

京都府 22

大阪府 1 2 16

奈良県 1 1 32

福岡県 1

3 30 5 208 41 33 20合　計

全壊 半壊
一部
破損

都道府県名

人　的　被　害 住　　家　　被　　害 非住家被害

死者
行　方
不明者

負 傷 者
その他

床上
浸水

床下
浸水

公共
建物
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